








心不全治療中の患者さんでも、症状なく安定しており、訪問看護で訪問する
日の体調に変わりなければ、無理のない範囲での心リハは比較的安全に実施
できると思います。

リハ中、血圧がリハ前よりも低下する場合、検脈あるいはオキシメトリーで
脈不整を認める場合、酸素飽和度が低下する場合は、リハ中止して経過観察
すれば良いと思います。

訪問看護時におけるリハビリについて


